
2025年　　 月号◇　第52号

暮らしているみんなに情報を届けたい

鎌 倉 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ふ れ あ い の 泉
発 行 日 令 和 7 年 1 月 1 日 　 発 行 者 ： 地 域 連 携 担 当 　 尾 崎
住 所 ： 鎌 倉 市 今 泉 2 - 4 - 1 0 　 T E L L ： 0 4 6 7 - 4 3 - 5 9 7 7
https://www.reijukai.or.jp/

ふれあい だより FUREAI DAYORI
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広報誌

あけましておめでとうございます。今年は巳年です。巳年の動物は蛇です。
蛇は古くから豊穣神、天候神として信仰の対象とされてきました。脱皮をする
蛇は復活と再生を連想し、不老長寿や強い生命力につながる縁起のいい動物と
考えられています。また蛇は餌を食べなくても生きながらえるため、神の使い
として崇められました。
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地域活動紹介①

12月に入り気温が下がり温かい食べ物がおいしい季節になりました。
12月18日デイサービスセンターふれあいの泉で「芋煮会」が開催されまし
た。今回初のイベントで、ふれあいの泉で収穫した里芋を使い、朝からデイ
サービスの利用者様とスタッフが一緒に調理をしました。鉄鍋の中で煮込ま
れる芋煮。味見をして「いい味」と素敵な笑顔。お代わりができるくらいの
量の芋煮が完成しました。完成した芋煮はご家族の皆様、地域の皆様におも
てなしできました。参加された地域の方からは「おいしかった」と満面の笑
顔。普段デイサービスに馴染みのない方にもデイサービスを知ってもらう良
い機会になったと思われます。

①ページ

デイサービスで芋煮会



地域活動紹介② ②ページ

「さっちゃんち」で消費者被害の意見交換
12月26日に岩瀬にある地域の居場所「さっちゃんち」に鎌倉市消費者生活セ
ンターの方に来ていただき、最新の消費者被害の現状と対策のお話を伺い意
見交換を行いました。そこで、最近、ニュースでよく聞く「匿流」などの犯
罪に手を染めることの対策としてお金の知識を持っている必要があるという
ことをお聞きしました。「新成人」に知ってもらいたい「人生とお金」に関
する情報をご紹介したいと思います。



地域活動紹介② ③ページ

「さっちゃんち」で消費者被害意見交換

発行：金融広報中央委員会



地域包括⽀援センターよりお知らせ① ④ページ

家族介護教室　参加者募集中

人生の終わりをどう迎えるかは誰にとっても大切なテーマです。
多くの人が自分や大切な人の死について考える機会を持たずに過ご
しています。入棺体験は人生の終焉について深く考え、今をどのよ
うに生きるか、自分自身の希望、家族の絆を見つめなおす貴重な体
験になると思っています。



⑤ページ

冬の入浴中の事故に注意！交通事故死の２倍？
１、冬に入浴事故があるのはなぜ？
11月から4月にかけ浴槽内で溺れて亡くなる不慮の事故が多く発生していま
す。その原因は急な温度差による血圧の急激な変化です。暖房のきいた暖かい
部屋から冷え込んだ脱衣所に移動して服を脱ぎ浴室も寒いと血管が縮まり血圧
が一気に上昇します。その後浴槽に入り体が温まると血管が広がり急上昇した
血圧が下がります。この急激な血圧の変化により一時的に脳内に血液が回らな
い貧血の状態になり一過性の意識障害を起こすことがあります。意識障害が溺
れて死亡する事故の原因の一つとして考えられています。

２、溺れる事故を防ぐためには？
入浴中の事故は持病や前兆がない場合でも起こるおそれがあります。「自分は
元気だから大丈夫」と過信せず「自分にも起こるかもしれない」という予防意
識をもちましょう。次の６つの対策を心がけましょう。
①入浴前に脱衣所や浴室を温めておく
お風呂を沸かす時には暖房器具を使い脱衣所や浴室内を暖めておきましょう。
暖房器具がない場合は「湯を浴槽に入れるときにはシャワーから給湯する」
「浴槽の湯が沸いたところで十分にかき混ぜて蒸気をたてふたを外しておく」
などできるだけ浴室内を暖め寒暖差が少なくなるように工夫しておきましょ
う。

②湯温は41℃以下、お湯につかる時間は10分までを目安にする
42℃のお湯で10分入浴すると体温が38℃近くに達し高体温などによる意識障
害をおこす危険性が高まります。お湯の温度は41℃以下にしお湯につかる時
間は10分までを目安にし長時間の入浴は避けましょう。また掛湯をしてから
お湯に入りましょう。心臓に遠い足先の方から肩まで徐々にお湯をかけてお湯
の温度に体を慣らすと心臓に負担がかからず血圧の急激な変動を防げます。

元気な内から伝えたい情報①



元気な内から伝えたい情報①

冬の入浴中の事故に注意！交通事故死の２倍？
③浴槽から急に立ち上がらない
入浴中に体には水圧がかかっています。急に立ち上がるとかかっていた水
圧がなくなり圧迫されていた血管が一気に拡張し脳にいく血液がへること
で脳が貧血のようになり意識を失ってしまうことがあります。浴槽から出
る時は手すりや浴槽のへりなどを使ってゆっくり立ち上がりましょう。

④食後すぐの入浴、飲酒後、医薬品服用後の入浴は避ける
食後に血圧が下がりすぎる食後低血圧により失神することがあるため食後
すぐの入浴は避けましょう。飲酒後も一時的に血圧は下がります。飲酒後
はアルコールが抜けるまで入浴は避けましょう。体調の悪い時、精神安定
剤や睡眠薬などの服用後も入浴は避けましょう。

⑤お風呂に入る前に同居する家族に一声かける
入浴中の体調悪化などの異変があった場合に同居者に早く発見してもらう
ことが重要です。なるべく日中に入るようにしましょう。

⑥家族は入浴中の高齢者の動向に注意をする
家族は「時間が長い」「音が全くしない」「突然大きな音がした」など異
常を感じたら声をかけるようにしましょう。

⑥ページ

引用：政府広報オンライン



開催イベント紹介！ 初参加⼤歓迎！ ⑦ページ


